






研究目的

　本年度は,これまでに得られた Q 多型および C 多型分析の結果に基づいて,1)

同一個体での変異染色体同定の再現性,2)親から子ヘ継承される際の変異染色

体の不変性,3)異なる家系の個体間または集団間での多型出現頻度の比較可能

性,の問題について検討を加えた。


